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１．事業の目的 

 
 
（１）外かん全体の目的 
■３環状９放射の道路ネットワークの形成 
・ 首都圏全体の道路ネットワークの形成 
・ 多極分散型の地域構造を形成するための交通体系の構築 
・ 災害時の基幹ネットワークの構築 
東京外かく環状道路は、都心から半径約15kmの地域を環状に結ぶ全長

約 85km の都市再生プロジェクトに位置づけられた幹線道路で、わが国の

社会経済活動に大きな役割を果たす道路です。 

東京都世田谷区から千葉県市川市に至る区間が都市計画決定されてお

り、埼玉県和光市から千葉県市川市に至る区間は、一般部（国道 298 号）４

車線と専用部（自動車専用道路）４車線が併設されます。 

■外かん全体の計画概要 

区 間：東京都大田区 

～千葉県市川市 

計画延長：約 85km 

車 線 数：一般部 4車線 

     専用部 4～6車線
外かんの位置図 

1 



 

（２）千葉外かんの目的 

・一般道路の渋滞緩和、生活道路への通過交通の排除 
東京外かく環状道路（千葉県区間）（以下、「千葉外かん」）は、一般部（国

道２９８号）のうち、千葉県松戸市小山
こ や ま

から千葉県市川市高谷
こ う や

に至る延長

12.1kmの区間です。 

この区間は、松戸市・市川市の南北交通軸となり、一般道路の慢性的な

交通渋滞の緩和や、生活道路へ進入した通過交通の排除などの役割が期

待されています。 

 
 

 
 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
ｚ

平成 17 年 3 月供用
L=0.7km 
4/4 車線 
千葉外かんの位置図 
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２．首都圏の現状と課題 

 
（１）沿道環境状況 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■

 
 
 
 
 

順

赤
※二
東京外かく環状道路の内側に全国ワースト１０の 
ＮＯ２  自排局が７箇所 
ＳＰＭ自排局が４箇所 
 

首都圏中央連絡自動車道

茨城県 

千葉県 

埼玉県 

東京都 

神奈川県 

   ：窒素酸化物対策地域，粒子状物質対策地域 
 ：測定局位置（ ：NO2上位局、 ：SPM上位局）

環境基準 
NO2 ：0.06ppm以下 
SPM ：0.10mg/m3 

再評価対象箇所 

（大栄～横芝） 

東京外かく環状道路 

国道 298 号 
東京外かく環状道路
（千葉県区間） 

ＮＯ２測定値                   ■ＳＰＭ測定値 
順位 測定局名 都府県 市区

2%除外値
(mg/m3)

1 岡崎市第三測定所 愛知県 岡崎市 0.143

2 戸田美女木自排 埼玉県 戸田市 0.108

3 環七通り松原橋 東京都 大田区 0.107

7 草加原町自排 埼玉県 草加市 0.101

9 鳩ヶ谷三ツ和自排 埼玉県 鳩ヶ谷市 0.097

赤字

4 和光新倉自排 埼玉県 和光市 0.105

5 苦竹 宮城県 仙台市 0.104

6 三橋自排 埼玉県 さいたま市 0.102

8 久喜本町自排 埼玉県 久喜市 0.101

10 垂水自動車 兵庫県 神戸市 0.096

；東京外かく環状道路内側の自排局

位 測定局名 都府県 市区 98%値(ppm)

1 環七通り松原橋 東京都 大田区 0.083

2 環七通り亀有 東京都 葛飾区 0.081

3 北品川交差点 東京都 品川区 0.076

4 中山道大和 東京都 板橋区 0.076

5 日光街道梅島 東京都 足立区 0.075

6 玉川通り上馬 東京都 世田谷区 0.074

9 永大通り新川 東京都 中央区 0.072

字

7 岡崎市第三測定所 愛知県 岡崎市 0.074

8 長崎駅前 長崎県 長崎市 0.073

10 遠藤町交差点 神奈川県 川崎市 0.071

；東京外かく環状道路内側の自排局
酸化窒素の１日平均値の年間98%値の上位測定局
 ※浮遊粒子状物質の１日平均値の年間2%除外値の上位測定局
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出典）環境省記者発表「平成１６年度大気汚染状況について」 



 

（２）交通渋滞による膨大な時間の損失 

・渋滞による損失時間は、全国で年間 36.9 億人時間（一人あたり約 30 時

間）にのぼります。 

・そのうち関東は 12.6 億人時間で、全国の 1/3 を占めています。 

■関東管内の渋滞損失時間３Ｄマップ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）都心部へ集中する自動車交通 

・都心環状線を利用する車の約６割が、放射線

となっています。このため、放射線からの通過

線は飽和状態となっています。 

 

出典）国土

 

都心環状都心環状

平日都心環状の利用交通内訳

0 10 20 30 40 50

（０.１万台）
内々交通

62%通過交通
（29万台）62%通過交通
（29万台）
通過交通
（29万台） （１７万台）

内外交通 37%（１７万台）
内外交通
（１７万台）
内外交通 37%

■神田橋ＪＣＴ付近

（利用交通の６割を通過交通が占める）
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関東地整における渋滞損失時

間の約７割が１都３県（東京・埼

玉・千葉・神奈川）で発生 
から放射線への通過交通

交通が集中し、都心環状

交通省資料 平成１６年度値 

○

線

○

線

朝ピーク時の渋滞状況
（万台/日）

資料：首都高速道路公団調査（平成 13年度）



 

 

 
３．首都圏における３環状９放射の整備効果 

 
 
（１）渋滞解消 
 
 

 

 

通

で

 
●

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●

 
 

・首都圏の道路交通の円滑化が図られます。
郊外から都心部への交通を分散導入させたり、都心を起終点に持たない

過交通をバイパスさせるので、首都圏の道路交通の円滑化を図ることが

きます。 

現況（平成１８年３月現在） 

外かん

関越道

東北道

常磐道

中央道

東名高速

第三京浜 湾岸道路

東関道
館山線

東関道
水戸線

完成形 

中央環状

都心環状

圏央道

東京湾アクアライン

八王子市 三鷹市

厚木市

横浜市

市川市
千葉市

成田市

つくば市

さいたま市

羽田空港

木更津市

外かん

松戸市

外かん

関越道

東北道

常磐道

中央道

東名高速

第三京浜 湾岸道路

東関道
館山線

東関道
水戸線

八王子市 三鷹市

厚木市

横浜市

市川市
千葉市

成田市

つくば市

さいたま市

羽田空港

木更津市

中央環状

都心環状

圏央道

東京湾アクアライン

外かん

松戸市

外かん

関越道

東北道

常磐道

中央道

東名高速

第三京浜

東関道
館山線

東関道
水戸線

中央環状
圏央道

厚木市

横浜市

市川市
千葉市

成田市

つくば市

さいたま市

木更津市

外かん

東京湾アクアライン
湾岸道路

羽田空港

八王子市 三鷹市

第二湾岸

圏央道

外かん

都心環状 松戸市

外かん

関越道

東北道

常磐道

中央道

東名高速

第三京浜

東関道
館山線

東関道
水戸線

厚木市

横浜市

市川市
千葉市

成田市

つくば市

さいたま市

木更津市

中央環状
圏央道

外かん

東京湾アクアライン
湾岸道路

羽田空港

八王子市 三鷹市

第二湾岸

圏央道

外かん

都心環状 松戸市
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整備状況：放射９割、環状２割 
 
交通状況： 
・首都高都心環状線利用交通の

62％は、 都心環状線沿線に用の
ない通過交通 
・外かん内側の主要渋滞ポイントは

約２00箇所 
 
整備効果 
 
 ・外かん内側の主要渋滞ポイント 

 
 
概ね解消 

 



 

（２）ＣＯ２削減 
・仮に、平成11年時点で首都圏の３環状道路が完成しているとした場

合、約2～3百万t-ＣＯ2/年のＣＯ2排出量が削減されます。 

・同等の効果を樹木によるＣＯ2吸収で得るためには、東京23区の約3

～4倍の植林＊が必要になります。 

  ＊：植林によるCO2吸収量は10.6t-CO2/ha/年とした。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
●首都圏のＣＯ２排出量（乗用車） 
（現況：平成１１年） 
●首都圏のＣＯ２排出量（乗用車） 
（現況に３環状整備有） 

注１）乗用車の台キロ当たりのCO2排出量が、赤線：多い
注２）平成11年センサスデータと乗用車の旅行速度別CO
注３）シミュレーションによる推計のため細部には誤差があ
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平成17年5月12日 日本経済新聞 33面

道路、青線：少ない道路 
2排出係数を用いて推計した。 
る。 



 

 
４．計画の概要 

 
 

 区 間         自：千葉県松戸市
ま つ ど し

小山
こ や ま

地先 

 至：千葉県市川市
い ち か わ し

高谷
こ う や

地先 

 計 画 延 長         Ｌ＝12.1 ㎞ 

 構 造 規 格         第 4種第１級 

 設 計 速 度         60ｋｍ/時 
 車 線 数         ４車線 
 全体事業費         約 ５，６００ 億円 
 
 
横断図  
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参考（専用部） 

・第１種第３級 

・80ｋｍ/時 

・４車線 



 

 

 
平面図
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

m

 
 
 
 
 称 

図

 
 概略縦断

 
 
 
 
 
 
 

再評価対象区間 延長12.1k
8 
※インターチェンジ、ジャンクションの名称は仮
 
※インターチェンジ、ジャンクションの名称は仮称



 

 
５．事業の経緯 

 

（１）千葉外かんの事業経緯 

昭和 44 年 5 月 

 

昭和 46 年 6 月 

昭和 46 年 7 月 

 

昭和 47 年 10 月 

昭和 62 年 10 月 

 

昭和 62 年 12 月 

 

平成元年 12 月 

平成 5 年 6 月 

平成 6 年 11 月 

～12 月 

平成 8 年 12 月 

平成 9 年 8 月 

平成 11 年 1 月 

 ～平成 13 年 10 月 

平成 13 年 8 月 

平成 17 年 2 月 

平成 17 年 3 月 

都市計画決定（東京都葛飾区、千葉県松戸市及

び市川市） 

市川市議会において凍結再検討の請願を採択 

松戸市議会､千葉県議会において凍結再検討の

請願を採択 

市川市議会において計画反対を決議 

関東地方建設局長（現：関東地方整備局長）から 

千葉県知事に対し､ルート･構造の再検討案を提示

市川市議会に東京外郭環状道路対策特別委員

会設置（受け入れまでに 76 回開催） 

松戸市長が千葉県知事に対して受入回答 

市川市長が千葉県知事に対して受入回答 

松戸市、市川市で計画案の事前説明会開催 

 

都市計画変更（千葉県区間） 

事業計画説明会 

設計・用地説明会（9 地区）開催 

 

都市再生プロジェクト（都市再生本部第二次決定） 

葛飾大橋開通（千葉方面）（L=0.4km） 

東京都と千葉県の都県境～千葉県松戸市 

（国道 6 号）L=0.7km 4 車線化 
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（２）千葉外かんの事業進捗 
 
① 現在の状況 

千葉外かんは、平成８年度に現在の構造で都市計画変更され、早期

に整備効果を発現すべく事業を推進してきました。平成１７年２月２０日

には江戸川を渡る葛飾大橋（千葉方向行き）が開通し、平成１７年３月２

７日には東京都と千葉県の都県境から国道６号までが４車線で完成し

ました。 

平成１７年９月末現在で、用地進捗率は面積ベースで約８８％となっ

ています。 
 

 全体事業費 約 ５，６００ 億円 

執行済み額 約 ３，９００ 億円（約 ７０ ％） 

残事業費 約 １，７００ 億円 

 

 
 

 

 

 
② 今後の予定 

平成 20 年代半ばの開通を目標に引き続き事業を推進します。 

なお、市川市と松戸市からは、市内の交通環境を一日も早く改善する

ため、一般部（国道２９８号）を先行的に整備することのご要望を頂いて

います。そのため、一部区間の一般部を先行的に整備します。 

 10



 
（３）事業遅延の理由 
①事業の進捗状況 

・ 千葉外かんの用地進捗率（面積ベース）は現在（平成１７年９

月末）約８８％ですが、未取得用地が約４５０件残っている状

況です。 

・ そのうち、土地・建物の調査拒否により用地交渉に入れない方

は７０件となっています。 

・ そのため、専用部と一般部をあわせた全線一括供用は困難な状

況となっています。 

・ 特に半地下構造の専用部（掘割スリット構造）については、本

体構造物の連続的な工事施工が困難となっており、一体構造で

ある国道２９８号についても、部分的に整備を進めている状況

です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（松戸市内の掘割スリット完成イメージ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（千葉県区間の標準断面図） 
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②用地の進捗 
用地取得は、面積ベースで約８８％まで進んでおり、用地交渉を促進中で

す。また、整備効果を早期に発現させるため、先行的に整備できる箇所か

ら工事を進めています。 
 

況 
 
 三郷
東京

（L
用地取得
■用地及び工事の進捗状
再評価対象区間 延長12.1km

南IC～
都千葉県境

=3.1km）

国道６号矢切ｲﾝﾀｰ～市川北IC

（L=3.5km）

市川北IC～京葉JCT

（L=4.6km）

京葉JCT～高谷JCT

（L=3.3km）

１００％ ９５％ ７６％ ８９％

率 (面積ベース）

１００％

東京都千葉県境～

国道６号矢切ｲﾝﾀｰ
（L=0.7km）

部

在 

近

国道 1
JR 総武
国道６号矢切インター付
 近 

4 号・ 
線交差付近 

近 

12 
小塚山公園付
京葉ＪＣＴ付
※「国道６号矢切インター」は、国道６号

※用地取得率は平成 17年 9月末現

と国道２９８号の相互交差
高谷ＪＣＴ付近 



 

（４）これまでの取り組み経緯 
昭和４４年当初、専用部を高架構造で都市計画決定した千葉外かん

の事業計画に対し、生活環境の悪化などを懸念する住民による反対運

動が起こりました。松戸市議会と市川市議会、千葉県議会において凍

結・再検討の要請が採択。 
当時の市民の懸念は「自動車による生活環境の悪化」、「道路建設に

よる地域の分断」、「市内に残された緑地の保全」にあり、こうした市民

の懸念を踏まえ、昭和６２年にはルート・構造の再検討案を提示。 
再検討案では景観、日照、電場障害対策上有利な掘割スリット構造

を採用。さらに、沿道環境に配慮して本線両側に幅１６ｍの環境保全空

間を配置しました。 
 

旧都市計画標準断面図（昭和44年5月） 昭和 62年当時変更案標準断面図

計画に対する市民の懸念 

昭和 44年 

11月 8日 

東京新聞 
昭和 53年 6月 29日 
12万 3,841名の建設廃止を願う署名活動 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
主な構造の変更は 

1)周辺環境に配慮して専用部を半地下構造（掘割スリット構造）と

する。 

2)道路を拡幅して一般部の外側に側道（サービス道路）や植樹帯

等からなる標準幅員１６ｍの環境保全空間を設ける。 

※環境保全空間については、P29「①環境保全空間の整備」参照。 
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・昭和６２年にルート・構造の再検討案を提示した結果、松戸市から平成元

年に、市川市から平成５年に計画の受入について回答が提出されまし

た。 

・平成８年には千葉外かんの建設に係わる環境影響評価の手続きの中で、

千葉県の環境担当部局から主に次のような意見が提出されています。 
 
■環境担当部局からの意見 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○

○

等

の

○

に

○

的

○

 

育

変

位

す

○

水

 
 
 

 全般 
「予測条件の推移を確認し、必要に応じ予測評価の見直し及び対策を講じること」等

大気質について 

「浮遊粒子状物質等について、既存資料により現況を把握するとともに、類似事例

により供用後の周辺環境への影響を検討し、必要な対策を講じること。また、ＤＥＰ

知見の収集に努めること」等 

騒音について 

「等価騒音レベルの予測・評価の方法に関する知見の収集に努めるとともに、必要

応じて等価騒音レベルによる予測・評価を行い適切な対策を講ずること」等 

地盤沈下（地下水位）について 

「大規模地下構造物の設置に伴う地下水脈の遮断を防止する工法について、具体

に明らかにすること」等 

自然環境について 

 「貴重な植物に対する影響の予測において、直接的改変の有無の他に貴重種の生

環境に与える影響についても検討し、必要な保全対策を講ずること」「事業に伴う改

部分が極力クロマツに抵触しないように配慮するとともに、抵触する場合は現状の

置、形に移植復元するよう努めること。また、移植に当たっては過去の事例を参考と

るとともに専門家の指導、助言を得て進めること」等 

監視計画について 

 「施工時の建設作業に伴う騒音・振動、掘削工事等に伴う排水の水質、周辺の地下

質及び地下水位について監視すること」等 
・「環境担当部局からの意見」に対しては、個別に「クロマツ保全検討会」、「小塚山地

区樹木移植検討会」など各種検討会を立ち上げ、対策を検討しています。 
・「環境担当部局からの意見」に対しては、外かん事業者の対応状況を県や市の環境

担当部局に定期的に報告し、各種検討会の結果等を踏まえて環境に配慮しながら

進めています。 
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・外かん千葉県区間に関する有識者懇談会 

市川市長、松戸市長より、事業の状況を明らかにするとともに、円

滑な推進に向けた方策について、地元や民間企業の意見や知恵を積

極的に聴取し活用するよう要請を受けて設置しています。 

 

 

◆日本経済新聞（平成 18年 2月１日〔水〕） 

・第一回懇談会 平成１８年１月３１日開催 

・第二回懇談会 平成１８年２月２２日開催 

〈懇談会メンバー〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜座長＞
東京理科大学 教授 内山 久雄

＜委員＞

市川市長 千葉 光行

松戸市長 川井 敏久

市川市議会議長 井上 義勝

市川市議会東京外郭
環状道路特別委員長

芝田 康雄

松戸市議会議長 松井 貞衞

市川商工会議所会頭 片岡 直公

松戸商工会議所会頭 下山 誠

千葉県県土整備部長 青山 俊行

＜オブザーバー＞

市川市、松戸市の農商工団体や自治会関係者ら

各種業界団体（２３人）

＜事務局＞

国土交通省関東地方整備局道路部

〃 首都国道事務所

東日本高速道路株式会社関東支社

〃 千葉工事事務所

２２ 
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有識者懇談会の模様
懇談会の様子は一般にも公開



 
（５）葛飾大橋（千葉方面行き）の供用 

平成１７年２月に葛飾大橋（千葉方面）が開通しました。この開通によっ

て交通渋滞の大幅な緩和や所要時間の短縮がもたらされました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

葛飾大橋を
葛飾大橋（千葉方面行き）

Ｌ＝０．４ｋｍ 
葛
飾
大
橋

葛
飾
橋

千葉方面へ向かう利用車 

写真の方

 16
千葉県松戸市
 

向

東京都葛飾区
葛飾大橋の位置



 
参考【葛飾大橋（千葉方面行き）の整備効果】 
■効果１：葛飾橋の交通が３割転換 

葛飾大橋の供用によって、右左折を繰り返して葛飾橋へ迂回していた

千葉方面へ向かう交通の３割が転換しました。 

 

開通前 

開通後 

 

葛飾橋

約３割 
（６千台／日）
が転換 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

） 

 
 （開通前後の交通量の変化

 

 
開通前：平成

※葛飾橋は、

 通行から対

※四捨五入の

 致しない場

 17
葛飾大橋
16

葛飾

面通

ため

合が
千葉県松戸市
東京都葛飾区
今回開通区間
 

開通前後の断面交通量

開通前 開通後

千葉方面の
交通量合計

18,300台 18,900台

埼玉方面の
交通量合計

24,500台 24,200台

年 11 月 9日、開通後：平成 17 年 3月 2 日

大橋（千葉方面行き）の開通に伴い、一方

行に変更。 

、断面交通量と方向別の交通量の合計が一

ある。 



 
■効果２：周辺道路の交通渋滞が大幅に緩和 
 国道２９８号から葛飾橋への迂回交通や右左折交通の輻輳が解消する
ことで、交通渋滞が大幅に緩和されました。 

地

地

 

 

 

開

開

 点 2：松戸草加線 
 
開通前
 

 
 
 
 
 

 
開通後
 
         
         
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■効果３：千葉方面行きの所要時間が約５割短縮

     

点 1：葛飾橋 

通前 渋滞長：670m

通後 渋滞長：150m

 

測定日 開通前：平成 16 年
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地点 3：葛飾橋西詰交差点 

 
開通前
 
開通後
されました。 

 
11 月 9 日、開通後：平成 17 年 3月 2日 



 
 

６．道路整備の必要性および効果 
 
（１）現在の交通状況 
１） 千葉県の交通状況 
千葉県内では、松戸市、市川市を含む県北西部で損失時間が多くな

っています。また、渋滞による損失時間は、全国ワースト７位と厳しい状

況となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■道路１kmあたりの渋滞損失時間 
凡例

～20万人時/km/年
20～40万人時/km/年

※渋滞損失時間上下線合計

40～60万人時/km/年
60～万人時/km/年

外かん

凡例

～20万人時/km/年
20～40万人時/km/年

※渋滞損失時間上下線合計

40～60万人時/km/年
60～万人時/km/年

外かん

凡例

～20万人時/km/年
20～40万人時/km/年

※渋滞損失時間上下線合計

40～60万人時/km/年
60～万人時/km/年

外かん

6

16

51

126
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357

市川市

松戸市松戸市

市川市

Ｎ

凡例

～20万人時/km/年
20～40万人時/km/年

※渋滞損失時間上下線合計

40～60万人時/km/年
60～万人時/km/年

外かん

凡例

～20万人時/km/年
20～40万人時/km/年

※渋滞損失時間上下線合計

40～60万人時/km/年
60～万人時/km/年

外かん

凡例

～20万人時/km/年
20～40万人時/km/年

※渋滞損失時間上下線合計

40～60万人時/km/年
60～万人時/km/年

外かん

6

16

51

126

127

357

市川市

松戸市松戸市

市川市

Ｎ

～20万人時/km/年
20～40万人時/km/年

※渋滞損失時間上下線合計

40～60万人時/km/年
60～万人時/km/年

外かん

～20万人時/km/年
20～40万人時/km/年

※渋滞損失時間上下線合計

40～60万人時/km/年
60～万人時/km/年

外かん

～20万人時/km/年
20～40万人時/km/年

※渋滞損失時間上下線合計

40～60万人時/km/年
60～万人時/km/年

外かん

■都道府県別の渋滞損失時間の比較 
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出典：国土交通省デー
出典：国土交通省データ



 
２） 市川市、松戸市の交通状況 
市川市、松戸市内を通過する東西方向の幹線道路としては、京葉道路、

高速湾岸線、国道６号、１４号、３５７号等が整備されていますが、江戸川断

面では１日当たり約４９万台の交通が通過しており、交通容量が約４万台分

不足している状況となっています。 
なお、この約４９万台のうち、都心部に目的をもたない南北方向の交通が

約１２％、約６万台が存在しています。 
 残る南北方向交通は、市川松戸線、松戸原木線、市川柏線等に集中し、

いずれの路線でも著しい交通渋滞が発生しています。 
 ■ 江戸川渡河部の交通容量 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

国
道
４６
４号

市
川
松
戸
線

国
道
６号

市
川
柏
線

高
塚
新
田
市
川
線

松戸
鎌ヶ
谷線

東京都

千葉県

市川市

松戸市

京葉道路

松
戸
原
木
線

江
戸
川

江
戸
川

 
交通量 ４９万台/日

交通容量 ４５万台/日

４万台/日の交通容量が不足

うち南北方向
約６万台を含む

松戸市、市川市の道路１ｋｍ当たりの渋滞損失時間は、千葉県平均の約

３倍となっています。南北方向の県道では、いずれも渋滞による損失時間

が多い状況です。 
■南北方向道路の渋滞状況（県道） 
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市
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印
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川川
線線
川川
線線
出典；平成 11 年度道路交通センサス
出典：国土交通省データ



 
 ＜主要渋滞ポイント＞ 

千葉県・東京都内の渋滞ポイントのうち渋滞対策事業として「外かん」

が挙げられている箇所は下図のとおりです。 

 
  ■ 対象区間周辺の主要渋滞ポイント 

  
 
 
 

※第三次渋滞対策プログラム主要ポイントより 

（現在渋滞が解消されている箇所は除外） 
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効果①走行時間の短縮 

千葉外かんの整備による走行時間の短縮効果は、１年当たり市川市

全域では約３６０億円、松戸市全域では約２６０億円となります。 

外かんの効果は都内等広範囲におよび、その他分が約１，１００億

円、総和では約１，７００億円となります。 
 

■千葉外かん一般部の整備による渋滞損失時間の減少 
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出典：国土交通省データ
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（２）交通事故の発生状況 
〈市川市、松戸市における死傷事故の発生状況〉 
市川市、松戸市では年間約５０００件の交通事故が発生し、約６０００名

が死傷しています。また、平成１６年では交通事故により２８名が死亡して

います。 
 ■市川市・松戸市の死傷事故件数（平成 16年） 

           
      （件） 
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〈市川市,松戸市内の生
・市川市、松戸市の

の約３倍となってい

均の７倍を超えてい

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

若
宮
西
船
市
川
線
（産
業
道
路
）

高塚
新

市
川
松
戸
線
（松
戸
街
道
）

松戸原木線

外
か
ん
（
千
葉
県
区
間
）

北総
線

市川市

（死者１２名）

生活道路（居住地

幹線接続道路（裏

幹線道路（表通り）

活道路における交通

生活道路における交

ます。市川松戸線に

ます。 

 23

松戸市

市川市

田市
川線

国道４６４号
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千
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市・
２４９
※千葉県警集計資料より作成 
）

）

故の発生状況〉 
事故の発生状況は県内平均

行する生活道路では県内平

内の生活道路における事故の発生率は１kmあたり、
０．６件
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km）

松戸市の生活道路における交通事故の発生状況

 

（件/

※平成16年交通事故統計データ 

 平成16年千葉県道路現況調書 

 平成16年千葉県警集計資料より作成



 
・ 市川市、松戸市で発生する死傷事故のうち、歩行者、自転車が巻き込

まれる割合は千葉県内平均より約１０％高くなっています。さらに、外

かん沿線の生活道路では歩行者、自転車が巻き込まれる割合が５割

を超えています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※平成13年から平成16年平均 

 千葉県警集計資料より作成 
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（％）

　　　　　外かん沿線地域

■生活道路における死傷事故に占める歩行者、自転車事故の割合 

千葉県平均は３８％ 外かん沿線では５割を超える 

市川市平田１丁目付近 市川市真間５丁目付近 

効果②生活道路の安全性向上 

千葉外かんの整備によって、幹線道路の混雑を避けて生活道路に入

り込む交通が減少し、生活道路の安全向上、環境の改善が図られます。

また、生活道路での交通事故の減少も期待されています。 
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（３）下水道未整備による河川水質への影響 
・外かん千葉県区間のうち、市川市内の一部区間については、外かん

の道路空間を利用して、流域下水道「松戸幹線」の整備が計画されて

います。 
・外かんが未整備のため松戸幹線などの下水道整備が進まず、市川市

内の国分地区、曽谷地区などの約４４，０００人（市川市民の約９％）

の清潔で快適な生活環境に影響が出ています。 
・下水道整備が進まないことから生活雑排水が川に流れ込み、河川の

水質を悪化させています。この国分地区、曽谷地区などを流れる春木

川、国分川の水質は全国ワースト５にランキングされています。 
 
   〔春木川、国分川の水質〕 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国分地区、曽谷地区等
（市川第1-1処理分区）

外かん

松
戸
幹
線

国分川

春木川

（環境省発表）公共用水域水質測定結果
ＢＯＤでみた水質下位水域（ワースト５）より

平成１２年度 平成１３年度 平成１４年度 平成１５年度 平成１６年度

春木川 ３位 １位 ３位 １位 １位

国分川 ２位 ４位 - ５位 ３位

　　※順位はいずれも水質の悪い順

春木川の水質は２年

連続全国ワースト１位 

国分川の水質は最近５年間で

全国ワースト５以内が４回 
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効果③下水道整備による河川水質改善効果 

外かんが整備され、松戸幹線などの下水道整備が進むと、周辺河川

の水質改善につながります。 

千葉県の東京湾流域別下水道整備総合計画によると、平成 9 年時点の

下水道整備状況（現況固定）のままと仮定した場合、平成 29 年にはＢＯＤ

値が現在よりもさらに高くなりますが、平成 29 年までに計画されている下

水道が全て完成したとすると、河川の水質が環境基準を満足する値まで下

がるとされています。 

 
〔春木川の水質予測〕 
        （ＢＯＤ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）その他の効果 

効果④みどり豊かな道路空間の創造 

千葉外かんの整備によって、道路沿線

な道路空間を創造します。 

 

 

 

 

 

平成16年 29年 平成29年

下水道整備後

0

2

4

6

16

18

環境基準を大きく下回る
5.2mg/lまで減少

最新の調査結果を上回る
16mg/lまで増加

10

8

12

14

 

環境基準 
５．２ 

１６  
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５.２
平成

現況
１６
１４
 (mg/l)
に植樹帯を設け、みどり豊か

量 
モデル道路の植栽状況（工事中）
調査結果 固定

※ＢＯＤ：生物化学的酸素要求



 
効果⑤大気環境の改善 

千葉外かんの整備によって、温室効果ガス等排出量が削減されます。 

 果 

■二酸化炭素（CO２） ・・・約 74,000t- CO２/年 削減 

 

 

※森

出典

 ・森林面積約 1.4 万haの

CO2吸収量に相当 

 

■窒素

 

■浮遊

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

林のCO2吸収量は、10.6t-CO2/ha・年とした。 

：「土地利用、土地利用変化及び林業に関する 

グッド・プラクティス・ガイダンス（優良手法指針）」

・これは日比谷公園 

（１６ha）面積の 

約４４０倍に相当 

日比谷公園 × 440 

酸化物（ＮＯx） ・・・約 330t/年 削減 

 

 

 

 

 

 

粒子状物質（ＳＰＭ） ・・・約 30t/年 削減 

 

 

 

東京都を走行する 

大型車に換算すると 

約１００万台に相当 

※大型車１台が４０km/h で東京都内の平均走行距離

約７０km を走行した場合に排出するＮＯx 量に換算

本 

 

１年間で５００mlペット

ボトル３０万本に相当 
※500mlペットボトル１本はSPM約100gとして換算
大型車約 100万台
ペットボトル約 30万
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※一般部の整備による効
千葉県

埼玉県

神奈川県

茨城県南部

東京都

囲
算出対象範



 
効果⑥防災空間として機能 

道路空間は、地震等災害時の緊急輸送路、火災の延焼防止空間とし

ての機能を発揮します。 

外かんは、市川市、松戸市内の南北方向に防災・延焼防止空間とし

て機能し、地域の安全性の向上に貢献します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※国土交通省資料より

 

 

効果⑦生活関連施設の収容 

千葉外かんの整備によって、地下

道などのライフラインを収容する空

機能や景観の向上に寄与します。 

 

 2
■市川市、松戸市内の道路幅員１２ｍ以上の道路
 

 
■道路幅員別延焼停止・延焼別延長にみる 

 道路幅員別の焼け止まり効果 
 （神戸市長田区において激甚な延焼火災に見まわれた 7地区）
部分が電気・電話・ガス・上下水

間として機能し、歩行空間の通行
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７．事業の進め方 
 

 

（１）環境への配慮 

① 環境保全空間の整備 

・千葉外かんでは、沿道地域の生活環境を保全するため、自転車歩

行者道、地域内交通のためのサービス道路、植樹帯で構成される、

標準幅員１６ｍの環境保全空間を整備することとしています。 

・整備にあたっては、学識経験者で構成される「千葉外かん環境保

全空間整備検討会」を設置し、環境保全空間を設計する上での基

本となる考え方、合意形成の手法についてとりまとめています。 

・また、環境保全空間の具体的なイメージを持ってもらうために、

「モデル道路」と称した区間を先行的に整備し、地域住民や、そ

の他多くの方に体験検証してもらうことにしています。 

・さらに、モデル道路の検証によって出された幅広い意見や検討会

における議論を踏まえ「千葉外かん環境保全空間整備の手引き」

を作成し、地域住民との合意形成を図りながら環境保全空間全体

の整備を進めています。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

地区検討会の様子 
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地区検討会委員による現地見学会の様子 



 
事例：松戸矢切地区のモデル道路整備 
 ・松戸矢切地区では、委員に地元町会代表者１９名、アドバイザー

として学識経験者３名、地元市である松戸市を加えて、平成１６

年８月～平成１７年７月にかけて計９回の検討会開催し、検討会

設立趣旨から植栽樹木の決定までを行い合意形成を図りました。 

 ・第５回検討会においては、埼玉県区間の外かんの現地見学会、最

終回の第９回では、検討会で決定したモデル道路の歩行者空間の

実地検証も行いました。 

・ 植栽については、地区検討会で決定した内容を基に平成１８年１

月より施工を開始し、３月末の完成を予定しています。 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・地区検討会の開催時期と検討事項 

 

モデル道路の検証の様子

第１回（平成 16年 8月 28日） 地区検討会の進め方  
第２回（平成 16年 9月 25日） 植栽帯、サービス道路、歩道等の幅員構成
第３回（平成 16年 10月 30日） 植栽帯、歩道等の幅員構成 
第４回（平成 16年 11月 27日） 歩道の構造と舗装材 
第５回（平成 16年 12月 18日） 埼玉県区間の外かん現地見学会 
第６回（平成 17年 1月 29日） 植栽帯、歩道側植栽スペースの構造と配植
第７回（平成 17年 2月 26日） 植栽帯、歩道側植栽スペースの配植と樹種
第８回（平成 17年 5月 28日） 環境保全空間全体における植栽整備 
第９回（平成 17年 7月 9日） モデル道路の検証、植栽整備や休憩施設 
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対象区間
 

 
 



 
② 緑地の保全 

1)小塚山地区の緑地保全（植樹移植） 

・市川市北国分の小塚山公園通過区間については、緑をできる限り

改変しないこととし、非開削工法のトンネル構造を採用していま

す。 

・やむを得ず開削となる部分については、移植などによる保全を図

るため、平成１４年度に学識経験者、樹木医等の専門家で構成す

る「東京外かく環状道路小塚山地区樹木移植検討会」を設立し、

関係機関と調整を図りながら小塚山地区の緑地保全、樹木移植等

について具体的な設計を行い工事を進めています。 
・移植した樹木は小塚山公園に復元することとし、復元時の植栽樹

木として、市民参加により公園内の樹木から採取した種子で実生
みしょう

苗
なえ

の育成も行っています。 
 

［検討会における主な検討内容］ 

 (1)緑地保全方針 

 (2)開削後復元する部分の復元目標 

 (3)移植樹木の選定方針 

 (4)移植工法 

 (5)移植後の管理計画 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外かん完成後の小塚山付近のイメージ 
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（２）埋蔵文化財の調査 

・千葉外かんでは、埋蔵文化財の包蔵地とされている箇所が存在して

いるため、文化財保護法第９４条に基づき道路工事を実施する前に

埋蔵文化財の発掘調査を行っています。 

・発掘された土器や石器などの出土品については、千葉県教育委員

会と協議のうえ記録保存の方法で成果のとりまとめを行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
雷下遺跡（調査風景） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・また、市民のみなさまに、千葉外かんの事業と

埋蔵文化財の関わりを理解していただくため、

発掘調査を行っている遺跡で「埋蔵文化財発

掘体験」イベントも開催しています。        
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雷下遺跡（縄文早期集石跡）
道免き谷津遺跡
 埋蔵文化財発掘体験の様子



 
（３）地元への対応 

・ 昭和 44 年の都市計画決定当初から、土地の立ち退き、地域の

分断、騒音や大気汚染等の問題を懸念して地元住民の方々から

反対運動が起きました。 

・ 自治体を含めた反対運動の高まりの中で、一般部の江戸川架橋

を除いて、事業は凍結状態となりました。 

・ 昭和 60 年以降、計画を見直してルート・構造の再検討案を千

葉県に提出しました。 

・ その結果、松戸市が平成元年に、市川市が平成 5年に計画の受

入回答をしました。市川市から受入回答とあわせて 9 分類 22

項目の要望が提出されています。 

 

■市川市の受け入れ回答時の要望 

 

分類 主な要望事項 

①路線(1 項目) 関係住民に対しては建設計画の十分な周知を図ること。 

②構造(2) 
提示案を基本に、地域の特性や利便性・防災性・安全性等に

十分配慮すること。 

③環境(3) 

都市計画変更に伴う所要の手続きの中で環境影響評価を適切

に行い、大気質・騒音・振動等について、環境保全目標を達

成するよう対策を講ずる。 

④移転(2) 
抵触する人に対しては個々の意向に沿った措置を講ずるこ

と。 

⑤分断(1) 

分断される自治会・商店会・学区・道路等については、影響

が少なくなるように、平面交差や立体横断施設を適切に配置

すること。 

⑥抵触(2) 

抵触する公園・緑地等については、代替地の確保に努め可能

な限り生態系に配慮し、抵触する遺跡についても適切な処置

を講ずること。 

※他にも「⑦交通(2)」、「⑧関連事業(4)」、「⑨その他(都市計画道路の事業

認可など)(5)」の 9分野で計 22 項目の受入条件が出されている。 

市川市の受け入れ回答時の要望（9分類 22 項目）（抜粋）平成 5年 6 月 2日 
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（４）今後の進め方 

〈当面の方針〉 

・ 市川市、松戸市の要望を踏まえ、早期に地元地域への効果発現

が見込める区間について、取得済用地を有効活用しながら、一

部区間の一般部先行整備を実施します。 

・ 専用部（掘割スリット構造）の連続的な工事施工が困難なため、

全線一括供用の目標は平成２０年代半ばとしています。 

 

■千葉県区間の標準断面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※一般部先行整備の実施区間については、地元地域への効果発現、用地の取得状況等を勘

案し、ステップ１～３に分け、段階的に整備を進める。 
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〈整備イメージ〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ステップ２＞ 

区間：国道 357号～(主)市川浦安線 

延長：3.0km 

開通目標：平成２０年度 

＜ステップ１＞ 

区間：国道６号～(主)市川松戸線 

延長：1.0km 

開通目標：平成１９年度 

＜ステップ３＞ 

区間：(主)市川松戸線～ 

      （一）高塚新田市川線 

延長：3.2km 

開通目標：平成 20～22年度まで逐次 

 35
ステップ１の整備イメージ
 

 
ステップ２の整備イメージ
 
ステップ３の整備イメージ



 
 

   
８．費用対効果 

 
 
Ｂ／Ｃ 

路線名 事業名 延長 車線数  

国道 298 号 
東京外かく環状道路
（千葉県区間） 

L=12.1 ㎞ 4  

     

① 費 用     

  改 築 費 維持修繕費 合   計  

基 準 年 平成 17 年  

単純合計 5,600 億円 100 億円 5,700 億円  

基準年における  

現在価値 (Ｃ) 
6,400 億円 40 億円 6,500 億円  

     

② 便 益     

  
走行時間   

短縮便益 

走行費用  

短縮便益 

交通事故  

減少便益 
合    計 

基 準 年 平成 17 年 

供 用 年 平成 27 年 

初年便益 848 億円 20 億円 4億円 872 億円

基準年における  

現在価値 (Ｂ) 
11,342 億円 270 億円 49 億円 11,660 億円

  

③ 算定結果  

Ｂ／Ｃ 11,660 億円(総便益)/6,500 億円(総費用) 1.8 

 
注） 費用及び便益の合計額は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。 
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９．今後の対応方針（原案） 
 

 
（１）事業の必要性等に関する視点 

対象区間周辺の市川市、松戸市の南北方向道路では、慢性的な渋

滞が発生し、生活道路への通過交通の進入などが問題となっています。

これらの区間における混雑緩和、適切な交通の分散・誘導を図るため

にも当事業が必要です。 
 

（２）事業進捗の見込みの視点 
当事業に関しては、都県境から国道６号までの区間が平成１７年３月

までに開通しています。また、市川市の区間では橋梁下部工事やトンネ

ル工事に着手しています。 

用地の取得は約 88％完了しており、体制を強化し、今後更に取得を

促進して参ります。 

 
 

（３）対応方針 

当事業は継続が妥当と考え、一般部は早期の整備効果を発現すべく、

用地の取得ができた箇所より段階的に整備を進めるとともに、専用部

の事業者である東日本高速道路（株）と連携をとりながら、平成２０年代

半ばの開通を目指し、計画的に事業を推進してまいります。 

整備にあたり、学識経験者や地元団体で構成される「有識者懇談会」

や「環境保全空間整備検討会」の意見、および地域の声を聞きながら

進めてまいります。 
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参 考 資 料 

・ 他の計画における事業の位置づけ 

 

計画名 策定者 位置づけ 

首都圏基本計画（第５次） 
国土交通省 

平成１１年３月 

首都圏の道路網を形成し、

分散型ネットワーク構造の

実現に資する環状方向の道

路整備 

首都圏整備計画 
国土交通省 

平成１３年１０月 
環状方向の幹線道路の整備

都市再生プロジェクト 

（第二次） 

都市再生本部 

平成１３年８月 

大都市における環状道路の

体系的整備 

ちば 2005 年アクションプラン 
千葉県 

平成１７年７月 

観光立県千葉の実現や産業

振興の活性化のための根幹

的な施設としての整備 

新世紀ちば５か年計画 
千葉県 

平成１２年１１月 

地域の交流と連携を支援す

る交通・物流基盤の総合的

な整備 
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